
二
 
 

兄
 
事
 
洋
 
 
 
ノ
 
 
 

金
刀
比
羅
文
番
に
就
い
て
論
わ
る
1
ま
1
に
調
奄
し
牽
若
干
ぬ
兜
料
0
分
析
研
究
を
試
み
る
。
其
の
ー
は
文
久
二
王
戊
（
仙
八
大
ニ
）
 
 

年
庭
放
け
る
燈
油
。
蝋
燭
・
砂
糖
類
の
質
入
文
書
で
あ
る
。
燈
油
・
蝋
燭
と
寺
社
と
の
関
係
は
深
レ
が
、
燈
油
は
既
に
串
倣
、
寺
敢
・
公
 
 

家
を
重
た
る
需
襲
者
と
す
る
篭
感
商
品
と
な
り
、
油
座
は
、
山
城
大
山
崎
・
綿
棒
木
野
・
近
江
建
部
・
大
和
奈
良
・
同
符
坂
・
駿
河
今
縛
・
筑
 
 

前
博
多
等
の
各
地
に
見
ら
れ
る
が
、
就
中
畿
内
二
筋
唯
於
い
て
は
最
も
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、
大
山
崎
の
油
症
の
勢
力
の
如
き
は
殆
ん
ど
 
 

全
図
的
で
あ
つ
た
。
鎌
倉
末
か
ら
童
町
′
に
か
け
て
の
、
共
¢
活
踵
ぬ
著
し
く
、
原
料
は
速
く
播
磨
。
備
前
・
伊
濠
・
何
故
に
求
め
、
山
崎
 
 

で
加
エ
し
て
京
都
む
始
め
と
す
る
畿
内
監
異
捌
い
た
の
で
あ
る
。
油
滴
人
と
し
て
の
大
山
崎
の
紳
人
は
注
目
さ
る
ペ
き
で
あ
ろ
う
。
当
 
 

時
の
油
は
胡
麻
・
荏
胡
麻
・
木
実
を
原
料
モ
す
る
油
で
あ
る
が
、
近
世
に
入
る
に
及
ん
で
山
般
拘
安
生
清
の
向
上
す
る
と
と
も
忙
菜
種
、
 
 

綿
実
油
が
庄
倒
的
と
な
つ
た
。
′
近
世
都
市
の
成
立
と
共
に
勉
大
な
消
費
者
暦
に
供
給
す
る
製
油
菜
は
完
全
な
商
品
生
産
の
段
階
正
人
つ
～
 
 

た
。
そ
の
生
産
方
法
は
概
れ
諷
工
労
働
ぬ
上
る
も
の
で
あ
る
が
、
原
料
の
粉
末
化
軋
就
い
て
は
水
革
を
利
用
す
る
水
草
放
と
人
力
匠
よ
 
 

る
人
力
絞
と
ホ
存
し
た
。
江
戸
末
期
に
な
る
と
幕
府
は
橋
場
手
絞
擁
。
寄
場
役
所
の
納
所
で
可
な
り
大
規
模
な
製
油
所
を
経
営
し
て
い
 
 

畠
。
当
時
の
油
踪
は
荏
・
胡
麻
。
桐
・
柏
・
椿
を
原
料
と
す
る
植
物
油
の
外
、
魚
油
も
可
成
り
多
く
生
産
さ
れ
、
′
燈
火
用
以
外
に
食
料
・
合
 
 

羽
用
壷
髪
用
と
し
て
瀾
費
畏
れ
も
し
た
が
、
最
も
大
量
に
生
産
さ
れ
た
の
は
燈
火
用
と
し
で
①
菜
撃
綿
英
独
で
あ
つ
て
、
幕
府
も
亦
 
 

此
の
燈
火
用
油
の
生
産
。
配
給
に
は
歴
と
統
制
を
行
い
、
江
戸
転
於
け
る
油
の
配
給
匠
は
そ
の
供
給
を
円
滑
に
せ
ん
と
し
た
。
 
 

近
世
庶
民
史
料
の
研
究
 
 
 

近
僚
應
民
度
畢
の
研
究
 

基
金
刀
此
願
文
審
の
場
合
1
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一
 
 

第
こ
十
三
各
 
界
〓
取
 
 

六
〇
 
 
 

電
燈
渡
埜
別
に
於
け
る
蝋
燭
は
、
我
が
隣
席
の
経
済
生
活
に
患
大
な
る
意
義
を
有
せ
し
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
蝋
燭
の
名
は
 
 

眈
ぬ
「
倭
名
抄
」
・
「
太
平
記
」
・
「
庭
訓
往
来
」
・
・
「
下
学
集
」
等
に
散
見
し
、
「
高
野
仙
文
署
」
孜
ど
に
も
蝋
燭
が
愚
物
と
し
て
 
 

使
用
さ
れ
た
あ
と
が
見
ら
れ
る
。
長
城
の
原
料
た
る
漆
樹
は
既
に
文
武
雲
霞
大
焚
年
間
に
そ
ゐ
植
栽
牢
奨
励
せ
ら
れ
た
と
停
え
ら
れ
 
 

生
蝉
の
原
料
存
る
漆
と
塩
山
本
邦
匿
於
け
る
繁
茂
、
及
び
蝋
燭
由
布
庭
と
其
の
使
用
は
室
町
以
前
に
於
い
て
も
骨
虚
し
う
る
の
で
あ
る
 
 

が
、
は
た
し
て
蝋
燭
が
本
邦
で
の
生
産
で
驚
か
掘
入
品
で
あ
る
か
株
制
明
し
夜
烏
併
し
、
徳
川
時
代
に
誉
と
そ
の
生
産
と
需
要
 
 

は
と
み
に
増
加
し
、
殊
に
中
期
以
後
は
重
要
度
発
た
る
の
地
歩
む
し
め
、
そ
の
配
潜
機
関
と
し
て
蝋
燭
商
及
び
蝋
燭
問
屋
が
勃
興
し
、
 

此
等
の
商
人
資
本
が
生
産
過
程
に
昏
入
し
て
問
屋
制
慶
の
形
成
と
な
り
、
更
に
マ
こ
エ
フ
ヤ
ク
チ
チ
ア
め
段
階
へ
と
進
み
つ
ゝ
あ
つ
 
 

篭
針
も
ー
此
処
に
注
転
義
・
る
ペ
憲
法
等
商
人
資
本
の
蓄
積
は
多
く
Q
場
合
、
藩
営
聾
霞
法
の
雷
的
琴
別
の
機
構
と
結
び
つ
 
 

い
て
発
展
を
遽
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
塩
の
尋
褒
を
行
え
る
諸
藩
監
訪
韓
。
鳥
取
・
山
口
。
宇
和
島
。
帽
岡
－
熊
本
・
対
馬
・
府
内
め
諸
 
 

藩
が
見
ら
れ
、
其
の
木
坂
原
料
に
東
北
地
方
は
多
く
漆
の
翼
を
用
い
、
 

本
邦
に
於
け
る
砂
糖
の
文
献
は
南
北
朝
末
．
室
町
時
代
に
至
つ
て
始
め
て
現
わ
れ
る
が
、
此
の
頃
の
玄
鹿
浜
師
ひ
作
と
、
い
わ
れ
る
「
 
 

庭
訓
往
釆
」
笹
は
、
眈
た
砂
糖
学
費
の
名
が
見
え
る
。
恐
ち
く
輸
入
贋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
経
路
は
月
明
直
積
貿
易
に
よ
る
と
 
 

い
う
よ
り
も
、
琉
球
の
終
外
貿
易
を
介
し
て
持
ち
滞
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
我
圃
に
始
め
て
製
糎
法
の
侍
ム
′
計
れ
た
の
は
、
慶
長
 
 

ス
ナ
k
カ
ワ
タ
 
年
間
の
寄
で
あ
り
、
大
隅
関
大
島
の
人
直
川
智
が
琉
球
へ
渡
海
b
際
雄
風
に
遭
っ
て
幅
建
省
間
地
方
に
室
蘭
王
製
板
準
を
習
得
し
て
 
 

帰
釆
し
た
と
い
わ
れ
る
。
併
し
、
徳
川
初
期
で
す
ら
そ
の
内
地
盤
産
額
は
言
う
佐
足
ら
ず
、
輸
入
外
囲
膳
の
慣
格
は
電
永
十
七
年
忙
上
 
 

官
斤
に
つ
き
六
十
匁
、
死
線
五
年
鱒
拭
高
値
と
な
つ
て
百
四
十
匁
ぬ
達
し
て
い
る
。
既
に
此
の
頃
、
氷
砂
糖
、
白
砂
槍
、
黒
砂
糖
が
見
 
 

ら
れ
た
ご
光
線
九
年
刊
行
め
宮
崎
安
貞
の
↓
畳
発
会
書
」
狩
、
国
産
奨
励
の
見
地
か
ら
甘
庶
栽
培
が
力
説
さ
れ
た
の
は
一
意
し
卓
見
と
 
 

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
其
後
八
代
将
軍
晋
宗
は
、
国
産
砂
膳
を
奨
励
L
、
各
藩
に
於
い
て
徳
財
政
窮
乏
救
済
の
見
地
か
ら
敵
っ
て
斯
業
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姦
励
い
宗
、
芸
菅
成
功
最
め
雷
管
例
は
、
訟
畷
高
松
港
で
警
（
㌶
酢
㈹
瓢
は
㍍
謂
諸
牒
毒
針
詣
攣
㌧
）
。
 
 

幕
末
、
殊
に
電
政
か
ら
慶
應
に
か
け
て
約
八
十
年
間
、
絞
岐
紅
於
げ
る
晩
発
は
金
閣
稀
に
見
る
盛
況
賀
正
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

此
の
文
書
、
其
の
一
に
於
け
る
文
久
二
年
成
十
月
十
九
日
の
條
に
見
え
る
江
戸
屋
宗
兵
衛
、
金
川
や
精
十
郎
、
松
や
平
助
は
油
商
人
 
 

と
し
て
宿
躍
し
、
田
中
や
茂
助
蒜
戸
や
菅
兵
衛
・
釘
や
蒲
次
郎
・
大
坂
屋
新
八
等
は
砂
糖
商
人
と
し
て
営
染
む
続
首
て
い
だ
も
の
で
 
 

あ
み
う
。
彼
等
は
其
の
手
持
商
品
敏
夫
蒜
問
と
し
て
合
同
質
入
し
、
牛
虎
年
官
的
な
融
通
会
所
よ
り
例
年
蓬
軽
費
金
の
融
通
を
受
け
 
 

て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
充
奔
、
会
桝
と
は
人
の
寄
せ
集
う
場
所
む
意
味
す
る
が
、
＼
其
の
近
世
数
的
意
義
に
．
於
い
て
は
、
時
に
■
よ
り
幕
 
 

府
の
勘
定
所
に
相
当
す
る
潜
め
機
関
。
公
儀
名
目
を
以
て
し
っ
1
も
居
間
資
金
調
達
虹
よ
る
諸
侯
へ
の
貸
付
機
関
・
藩
の
専
饗
観
閲
．
 
 

貿
易
機
関
○
取
引
所
。
都
市
の
自
治
集
会
所
・
商
人
の
組
合
執
務
所
・
旗
合
等
較
々
の
意
義
を
も
つ
が
、
レ
ま
此
の
文
蕃
匿
お
け
ろ
場
 
 

合
二
光
役
の
名
蹄
が
武
士
で
は
な
く
十
月
や
恒
赦
。
多
々
や
爽
兵
衛
等
商
人
の
名
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
讃
岐
高
松
藩
の
直
属
 
 

奇
襲
横
棒
の
一
翼
む
に
な
う
金
融
機
関
と
見
る
よ
り
は
、
寧
ろ
多
分
匿
商
人
の
組
合
的
、
自
治
的
機
関
と
し
て
の
性
格
を
含
む
も
の
と
 
 

見
ら
れ
よ
う
。
㌧
か
く
て
、
著
し
く
商
人
に
対
し
て
は
同
情
的
で
あ
る
が
、
例
年
の
如
く
、
表
面
商
人
の
仲
間
自
体
担
質
入
物
靡
の
覚
任
 
 

を
持
た
せ
て
其
の
金
融
梗
寒
歓
た
す
け
よ
う
と
世
苛
方
へ
認
可
申
請
を
と
り
も
つ
妄
、
恐
ら
く
自
ら
も
資
金
敵
通
を
為
す
こ
と
に
 
 

ゝ
っ
て
、
そ
の
利
鞘
に
 

舞
え
ら
れ
る
。
其
の
認
可
諾
香
の
権
限
は
、
実
質
上
世
背
方
が
も
つ
て
・
い
た
も
め
虻
思
わ
れ
る
。
 
 

其
の
l
 
〔
文
久
二
重
 
戌
十
月
十
九
日
吼
條
何
 
 

伺
 
 

近
世
庶
民
史
料
1
の
研
究
 
 

≠
－
 
 
 

油
．
や
 
 江
 
戸
 
臣
 
宗
 
兵
 
衛
 
 

大
鵬
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影
二
十
三
巻
 
第
〓
睨
 
 

間
何
卒
己
柑
之
適
放
電
仕
候
而
・
ハ
如
何
御
座
候
訣
此
茂
奉
伺
候
 
 

右
之
著
典
よ
り
燈
油
嘘
燭
砂
糖
之
欝
魔
入
仕
舞
焼
餅
算
定
御
趣
法
啓
二
而
御
指
留
三
相
成
不
融
通
－
鵬
而
至
極
難
浪
之
飽
欺
出
申
候
二
付
向
後
ハ
取
 
 

鷹
之
節
仲
間
】
統
立
合
七
置
腐
々
入
念
相
改
粛
々
心
事
入
之
品
等
有
之
候
得
者
仲
間
之
者
よ
り
急
監
癖
金
可
仕
「
胤
私
共
手
元
へ
煎
置
候
梗
仕
候
 
 
 

木
 
内
 
牢
兵
衛
 
校
．
 
 

訝
 
腰
 
衣
 
八
 
庶
 
 

小
 
西
 
辰
 
三
 
緋
 
標
 
 

石
之
滴
御
世
荷
方
へ
欺
出
候
一
膚
付
承
り
置
候
軍
 
 
 

戌
十
月
竿
八
 
日
 
 

融
通
御
脅
朗
 
 

元
 
 

大
こ
 
 

金
 
川
 
や
 
楷
 
十
 
郎
 
 

松
 
 
や
 
 
平
 
 
助
 
 

砂
糖
商
人
 
 

田
 
中
 
や
 
茂
 
助
 
 

江
 
戸
 
や
 
養
 
街
 
門
 
 

釘
 
や
 
滴
 
次
 
郎
 
 

大
 
坂
 
嶺
 
新
 
入
 
 

サ
 
ロ
 
 

多
 
々
 
 
 

示
役
 
 

や
 
煩
 
癖
 
 

や
 
衆
、
兵
 
衛
 
 

以
上
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其
の
〓
「
伺
」
文
書
は
、
同
文
久
二
年
十
一
月
四
日
の
「
た
ば
こ
」
質
入
文
賓
で
あ
る
。
融
通
会
所
元
役
及
び
名
宛
人
三
名
の
姓
氏
 
 

が
前
記
質
入
支
署
と
全
然
同
」
な
る
朗
よ
り
推
し
て
、
油
。
砂
糖
の
質
入
と
共
に
、
1
代
替
交
換
性
を
有
す
る
こ
と
多
き
か
ゝ
る
静
品
が
 
 

容
易
に
質
入
さ
れ
し
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
言
の
内
容
に
従
え
ば
、
理
事
間
屋
た
る
片
原
町
の
督
本
や
。
阿
波
屋
の
両
人
が
き
ざ
み
 
 

煙
草
Q
質
入
を
融
通
会
所
に
所
望
し
乗
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
幕
府
の
叫
絞
染
令
方
針
が
此
．
の
地
方
に
籠
飴
程
徹
底
し
た
も
の
と
見
え
、
 
 

藩
の
財
政
々
究
は
此
等
に
対
し
弾
圧
の
方
策
む
と
守
、
文
久
二
年
の
夏
よ
り
か
1
る
・
顆
の
質
入
は
山
般
に
差
留
ら
れ
た
と
見
え
る
。
商
 
 

魂
か
1
る
質
入
踪
よ
る
融
通
は
山
蕗
峻
拒
し
た
形
で
は
あ
る
が
1
猶
も
晩
秋
十
副
月
に
室
り
、
融
通
会
所
と
し
て
の
利
益
の
点
か
ら
で
 
 

も
あ
ろ
う
か
そ
の
静
許
容
む
健
特
方
へ
懇
請
し
卑
の
で
あ
る
。
 
 

へ
y
 

伺
 
 

其
の
こ
 
 

多
 
薬
 
紛
 
間
 
や
 
 

片
原
町
 
吉
 
本
 
や
 
久
左
街
門
 
 

呵
 
疲
 
臣
 
恒
 
館
 
門
 
 

番
之
老
兵
よ
り
刻
煙
草
質
入
任
務
り
候
新
巻
夏
御
趣
攻
撃
【
付
此
度
相
殴
私
共
手
元
へ
．
山
札
放
置
飼
人
・
芝
コ
セ
精
々
入
念
相
敬
語
々
一
手
入
之
晶
 
 

以
 
上
 
 

等
有
之
候
得
脅
急
匿
群
金
悠
任
侠
間
何
と
そ
是
蓬
逸
事
質
任
侠
両
ハ
如
何
御
座
候
哉
此
段
奉
伺
供
 
 

戌
十
一
月
四
 
日
 
 

近
世
庶
民
妃
料
の
研
究
 
 

融
洩
・
去
〓
所
 
 

元
 
 
役
 
 

多
 
 
 日
 
や
 
ノ
憤
 
寂
 
 

々
 
や
 
次
 
兵
 
衛
 
 

大
言
 
 

′′   
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ヽ  

小
 
西
 
辰
 
三
 
筋
 
校
 
 

名
之
渦
承
り
屈
候
串
 
 

其
の
三
「
御
寄
附
」
写
は
、
天
保
十
仙
年
三
月
把
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
本
田
畑
よ
り
砂
防
作
り
へ
の
梅
向
美
智
文
昏
で
あ
る
。
 
 

密
妓
．
に
於
け
る
頻
発
の
段
賑
は
、
如
何
に
幕
末
高
松
港
の
資
森
蓄
積
に
役
立
ち
し
か
は
既
に
拙
稿
「
高
松
藩
に
於
げ
る
砂
糖
為
替
の
研
 
 

究
」
（
鯛
雛
舶
璃
愉
謂
針
琶
藩
㌦
て
箋
文
政
年
間
既
に
捧
向
差
留
の
か
 

頃
か
ら
天
保
に
か
け
て
於
臍
の
製
作
が
如
何
に
儲
多
か
り
し
か
む
決
意
し
う
る
有
力
な
資
料
た
・
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
甘
庶
作
り
専
心
の
 
 

方
が
、
米
穀
作
り
よ
針
も
余
程
有
望
で
滴
り
、
た
め
に
此
の
方
面
へ
の
韓
向
者
が
続
出
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
米
穀
不
熟
の
荒
蕪
地
・
 
 

野
山
を
開
墾
し
、
新
開
地
に
甘
庶
む
作
る
こ
と
は
特
例
と
し
て
法
的
に
も
許
容
さ
れ
て
い
る
。
拾
お
か
1
る
指
令
の
周
知
徹
底
方
に
就
 
 

い
て
拭
、
御
料
地
は
其
処
の
御
代
官
よ
り
、
私
領
地
は
領
主
・
地
頭
よ
り
之
む
焉
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
御
寄
附
」
貫
 
 
 

其
の
亭
 
 

近
殊
於
藷
園
砂
糖
之
製
作
追
ゝ
相
増
大
蚊
表
其
外
薗
々
江
積
廻
り
高
多
分
之
趣
一
こ
鱒
閃
へ
石
工
付
而
者
自
然
本
田
珊
へ
甘
蘇
ヲ
作
り
米
劇
こ
か
へ
 
 

砂
粒
甘
蘇
亜
と
い
た
し
供
聾
者
不
可
然
啓
二
候
依
之
自
今
以
後
猥
二
本
田
麒
へ
甘
蘇
ヲ
作
り
供
養
停
止
た
る
へ
く
供
但
荒
鞄
或
費
野
山
ヲ
ひ
ら
き
 
 

米
穀
不
熟
之
地
元
作
り
候
強
者
可
成
格
別
率
右
之
超
文
政
元
寅
年
相
触
候
併
近
年
又
々
猥
二
相
成
本
田
贈
へ
甘
熊
作
り
候
趣
相
関
不
時
之
事
二
俣
 
 

以
爽
急
皮
相
守
本
田
肘
へ
作
り
侯
義
習
叫
切
致
閲
鋪
倣
君
相
背
者
有
之
■
膚
お
ゐ
て
ハ
明
瞭
之
上
急
筐
可
申
付
常
世
宥
之
扱
御
料
著
英
断
之
奉
行
御
 
 

代
嘗
私
領
者
領
主
地
頭
よ
り
入
念
可
申
付
候
 
 

≡
 
 
月
 
 

右
之
通
可
被
相
触
候
 
 
 

第
こ
十
三
電
 
解
二
睨
 
 

木
 
内
 
牢
 
兵
．
1
衛
 
棟
 
 

繋
 
藤
 
／
友
 
八
 
棟
 
 

六
四
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其
め
四
、
其
の
革
は
富
戟
関
係
の
文
書
で
あ
る
。
寺
祀
掟
於
け
る
宵
突
塗
早
保
十
五
年
に
仁
和
寺
門
跡
が
そ
の
館
宅
修
賓
老
名
目
と
 
 

し
た
興
行
を
公
的
に
許
可
し
た
噴
か
ら
相
つ
い
で
起
り
徳
川
中
期
以
後
、
特
定
寺
酷
の
特
権
と
し
て
免
許
零
れ
、
専
政
名
目
金
と
並
立
 
 

し
て
、
哲
世
金
融
兜
上
に
於
・
け
る
専
政
経
済
の
特
典
な
面
を
浮
彫
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
も
①
で
あ
る
。
 
 
 

於
岐
琴
窄
に
「
ト
ン
バ
」
の
地
名
あ
り
、
恐
ら
く
富
放
と
探
き
蘭
係
む
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
助
等
文
寄
の
文
言
か
ら
 
 

推
し
て
、
講
元
の
鶴
田
屋
卯
兵
衛
・
山
屋
直
之
海
は
諸
堂
修
理
に
名
義
を
借
り
、
大
般
若
読
む
粗
放
L
、
壱
披
四
匁
宛
に
定
め
、
掩
額
 
 

警
草
本
冨
警
行
つ
望
見
え
る
（
詣
露
酎
請
欄
謂
鮎
餌
諾
詣
l
学
詣
㌘
翔
恥
）
。
之
品
等
、
当
局
小
笠
 
 

次
郎
。
披
茂
川
伴
薔
は
、
か
L
る
動
機
の
逼
故
に
就
い
て
、
私
慾
と
は
断
ぜ
ざ
る
も
当
時
既
に
法
度
と
な
牒
い
た
る
富
致
興
行
甲
常
葉
 
 

行
残
そ
の
も
の
に
就
い
て
不
満
甘
あ
り
、
過
料
と
し
て
詩
元
舶
名
に
五
貰
文
宛
を
科
L
、
般
若
詩
偵
梅
塞
に
一
途
惑
一
を
か
け
た
と
恩
㊨
れ
 
 

る
組
成
奮
貝
四
十
州
名
に
は
こ
衰
文
宛
の
過
料
む
申
煙
け
た
の
で
あ
る
。
而
し
で
か
l
る
過
料
は
、
罰
金
納
入
次
第
曙
関
方
膠
争
と
し
 
 

そ
の
罰
則
に
経
済
的
性
格
を
多
く
線
彫
き
せ
た
点
も
亦
興
味
深
き
も
0
が
あ
告
 
 
 

猶
お
か
1
る
富
教
興
行
は
決
し
て
琴
平
地
方
0
み
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
く
、
各
現
に
お
び
た
ゞ
し
い
例
が
あ
る
。
既
に
軍
氷
年
間
 
 

振
州
慧
山
弁
財
天
に
富
麺
が
行
わ
史
謂
㌫
謂
鉾
㌍
′
ル
完
泥
酔
締
約
難
燃
詣
机
艶
∽
㌍
謂
）
、
元
警
間
に
注
戸
 
 

琶
盛
行
し
（
鎧
鎧
躇
朋
江
）
妄
保
年
間
㌻
と
前
獣
心
牒
寅
牒
牒
及
溜
都
Q
興
牒
寺
が
夷
蒜
ザ
の
牒
尊
重
 
 

観
音
に
於
い
て
富
の
出
演
興
行
む
許
可
さ
れ
て
い
る
。
松
平
定
信
に
よ
．
渇
電
政
の
緊
縮
時
代
忙
は
富
興
行
の
場
所
は
江
戸
・
京
。
大
坂
 
 

の
三
箇
所
に
限
定
せ
ら
れ
た
が
、
文
化
末
よ
り
文
政
、
天
保
初
年
粧
か
暗
て
幕
麻
の
放
漫
政
策
に
伴
い
、
射
倖
心
の
普
及
と
共
に
富
奨
 
 

①
流
行
は
其
の
極
膵
に
達
L
た
。
天
保
五
年
の
調
査
に
従
え
ぼ
、
目
黒
不
動
。
湯
島
米
綿
。
両
隣
回
光
院
－
谷
中
感
應
寺
。
浅
草
金
龍
 
 

山
・
山
王
御
紳
主
茅
場
町
天
納
◎
嵯
峨
利
敵
銀
町
白
旗
虻
。
償
士
山
本
嘗
禦
右
前
些
細
。
南
町
紺
御
殿
紳
明
・
西
久
保
八
幡
・
朝
田
御
 
 

祀
・
足
利
金
剛
山
福
徳
稽
荷
祀
。
室
町
稲
穂
椙
荷
。
陸
奥
二
爪
γ
冨
新
材
木
町
杉
b
森
椙
荷
い
江
の
島
官
本
院
杉
の
森
感
荷
・
板
津
植
 
 

野
世
蒼
民
史
料
の
研
究
 
 

大
玉
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六
六
 
 

攣
芋
三
食
 
第
こ
攣
 
 

祀
・
氷
川
明
細
杉
や
森
椙
荷
。
上
州
左
官
茅
場
町
柴
師
・
三
川
妙
心
寺
移
、
の
森
稲
荷
。
七
彿
欒
師
麻
布
襲
帽
寺
等
凡
そ
七
サ
瓦
ケ
夙
 
 

に
達
す
る
が
、
向
五
年
水
野
忠
邦
老
中
と
な
る
や
従
姉
の
弊
政
竪
新
し
て
、
世
道
①
振
葡
ノ
む
は
か
ら
ん
と
し
、
新
規
富
突
興
行
竺
 
 

切
却
下
Q
 

少
L
ゆ
き
、
天
保
三
年
の
改
革
直
静
元
誌
十
二
亭
と
な
り
∵
同
改
雷
よ
ぞ
富
興
行
空
騰
襲
面
上
其
蒜
－
晶
つ
墓
つ
た
。
 
 

併
し
喪
心
後
も
明
治
政
府
よ
り
明
治
元
年
十
二
月
せ
こ
日
、
 

『
近
年
金
餞
ノ
融
通
ヲ
名
ト
ン
、
成
ハ
堅
守
橙
要
義
シ
健
億
ノ
利
ヲ
以
テ
路
心
ウ
誘
惑
ス
ル
、
元
来
捧
挙
ノ
弊
風
ニ
テ
三
民
ノ
職
肇
ヲ
隋
 
 

ラ
ン
ム
レ
バ
爾
爽
之
ヲ
厨
禁
セ
ヨ
・
』
 
 

と
厳
達
さ
れ
る
迄
、
富
は
種
々
名
肖
を
換
え
 

ュ
し
、
同
市
戦
地
芝
居
小
屋
富
盛
な
ど
で
は
、
明
治
二
卑
に
至
つ
て
始
め
花
此
の
興
行
む
中
止
し
た
と
い
う
。
併
も
二
股
庶
民
大
衆
 
 

は
か
ゝ
る
賭
博
類
似
興
行
▲
に
対
し
て
必
ず
L
も
盲
目
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
位
相
は
幕
末
鱒
か
1
る
藩
府
後
援
の
興
行
匹
対
し
て
冷
静
 
 

敦
髄
判
の
眼
を
さ
し
む
け
て
れ
た
七
†
ぇ
見
え
る
。
食
わ
二
例
匿
、
此
の
厨
島
藩
尾
道
の
場
合
談
義
ネ
う
。
 
 
 

さ
て
富
爽
は
其
の
名
の
示
す
如
く
、
縮
の
中
0
木
札
を
突
き
刺
す
意
味
で
あ
る
が
、
最
初
藩
札
め
購
入
さ
れ
た
時
、
札
庄
に
於
い
て
 
 

ほ
富
札
と
同
時
笹
方
血
寸
、
厚
さ
五
分
位
の
樹
の
木
札
む
渡
し
、
そ
れ
に
抹
買
入
れ
た
富
札
と
同
じ
番
号
取
持
つ
て
挙
り
、
買
入
れ
た
 
 

著
は
之
鱒
氏
名
、
住
所
む
記
入
す
る
。
札
麗
は
此
の
棄
却
富
札
0
身
替
り
と
し
て
の
木
札
む
集
め
京
大
な
箱
陀
入
れ
て
密
閉
し
、
一
 
 

般
に
縦
党
せ
し
め
つ
つ
富
盛
の
舞
ム
ロ
に
於
い
て
ぐ
る
′
～
過
鱒
し
、
内
容
を
よ
く
混
和
し
、
箱
の
上
方
部
欠
か
ら
錐
状
の
棒
を
差
し
こ
 
 

み
、
駒
畝
突
き
と
め
る
仕
組
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
当
時
の
木
札
（
駒
札
）
の
落
書
に
、
 
 

『
撃
笥
長
持
質
に
を
き
こ
の
冨
取
っ
て
受
け
う
（
右
京
）
1
・
少
将
』
 
 

ヽ
 
 
 、  
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〔
註
〕
 
着
京
少
将
は
廣
腐
藩
十
仙
代
潜
産
長
訓
の
と
と
 
 

と
椰
揺
さ
れ
て
小
る
程
で
あ
る
か
ら
、
幕
末
u
か
に
民
心
が
藩
慮
の
苦
肉
覚
を
冷
笑
し
て
い
た
か
を
容
易
匿
察
知
し
う
る
で
あ
ろ
 
 

う
。
所
詮
、
富
畿
並
び
に
其
臥
準
似
興
行
は
封
超
約
集
権
制
度
末
期
の
喘
ぎ
○
渦
中
に
現
れ
る
寿
廃
的
沈
金
現
象
の
一
つ
で
し
か
な
 
 

く
、
更
に
浮
動
的
億
民
資
金
む
射
停
的
投
機
ぬ
集
約
さ
せ
、
．
そ
の
庶
民
金
融
を
牧
致
せ
し
め
る
変
態
由
現
象
た
る
、
以
外
何
物
で
も
な
か
 
 

つ
尭
の
で
あ
る
。
拾
恕
此
の
他
、
富
強
興
行
に
関
す
る
理
解
㌢
深
め
る
も
の
と
し
て
、
抑
稿
「
近
世
に
於
け
る
熊
野
の
富
放
興
行
忙
つ
 
 

い
て
」
 
（
「
駈
会
経
済
敵
学
」
昭
和
十
数
年
八
月
骨
朗
戟
）
を
併
読
さ
薄
れ
ば
、
望
外
の
車
せ
で
あ
る
。
 
 

其
の
四
 
 

】
、
松
島
町
金
鬼
羅
堂
大
破
－
哀
び
俣
政
敵
元
酪
由
際
卯
兵
衛
山
屋
宙
之
養
魚
頭
山
信
仰
二
付
酪
監
修
覆
之
た
め
と
存
大
般
若
諮
と
名
付
審
問
爽
 
 

似
寄
之
宰
相
企
登
萬
露
千
若
二
両
班
札
豊
沃
四
匁
ツ
、
ニ
相
定
最
寄
手
続
ヲ
以
智
渡
竹
薮
二
而
巻
り
ヲ
定
メ
夫
々
褒
実
業
泣
顔
り
頚
私
欲
ニ
 
 

〟
仕
焼
梗
御
察
庶
ヲ
欝
御
吟
味
蹄
仰
付
候
併
全
私
欲
二
両
度
無
御
座
候
得
共
御
法
度
之
裁
と
不
心
付
詐
金
任
侠
段
琴
恐
入
供
間
此
上
（
以
下
欠
）
 
 

六
 
月
 
十
 
七
 
口
 
 

、  

背
 
 

丈
 
縮
 
標
 
 

背
 
約
 
心
 
慮
 
囁
 
 

其
の
五
 
 
 

て
同
止
琴
平
文
讃
、
七
月
サ
ニ
日
の
條
（
本
文
日
付
は
七
月
九
月
）
、
小
圃
革
次
郎
、
枝
茂
川
件
育
開
名
よ
り
菅
丈
紡
、
背
約
叫
馬
宛
文
碑
に
 
 

次
の
如
き
も
の
如
あ
る
。
本
文
を
掲
げ
よ
う
挿
 
 

近
世
庶
民
妃
料
の
研
究
 
 
 

小
 
関
 
 

枝
 
茂
 
 
寄
 
罪
 
障
 
 

川
 
停
 
菅
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大
八
 
 

撃
亭
三
攣
解
こ
東
 
 

鶴
田
屋
卯
兵
鯨
、
山
盛
鑑
之
蓮
其
方
講
堂
倦
軍
之
た
め
大
般
若
缶
と
唱
へ
昨
冬
博
楽
似
脊
之
義
舘
相
企
事
候
由
、
尤
自
分
慮
用
二
者
不
仕
候
辞
典
 
 

着
床
之
義
相
計
候
段
不
屈
之
次
第
依
之
轡
冗
両
人
過
料
五
昆
文
ツ
′
、
跡
掛
り
四
拾
望
人
草
二
賢
女
ツ
、
過
料
御
車
付
御
座
候
過
料
祁
納
供
て
僻
 
 
 

事
次
第
国
元
へ
引
取
可
中
段
被
仰
建
御
座
候
故
誠
二
飴
撥
之
神
仰
澄
倣
故
御
安
心
可
被
下
候
 
 

備
考
 
拙
稿
は
野
村
粂
太
融
博
士
を
番
員
長
と
す
る
文
部
省
科
学
研
究
糞
綜
合
研
究
の
血
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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